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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 285 △63.5 △394 ― △794 ― 862 ―
22年3月期第3四半期 783 △96.4 △199 ― △918 ― △2,967 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 14.63 13.95
22年3月期第3四半期 △87.07 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 15,767 △1,085 ― △12.32
22年3月期 17,843 △2,131 ― △39.56

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  △1,087百万円 22年3月期  △2,136百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 371 34.5 △359 ― △804 ― 749 ― 10.95



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。その判断や仮定に内在する不確実性及び事業運営や内外の状況変化により、実際に
生じる結果が予測内容とは実質的に異なる可能性があり、弊社は将来予測に関するいかなる内容についても、その確実性を保証するものではありませ
ん。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関す
る定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 88,254,401株 22年3月期  53,876,701株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  2,434株 22年3月期  2,434株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 58,988,598株 22年3月期3Q  34,079,722株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部では回復の動きが見られましたが、欧米を中心とした海

外経済の低迷、円高の進行、民間設備投資の停滞、雇用状況の悪化、デフレ傾向などにより引き続き厳しい経営環

境で推移してまいりました。 

 当社グループが属する建設関連業界におきましても、民間設備投資や不動産市況の低迷により民間建設需要が停

滞し、公共建設投資は依然として減少傾向にあり、先行きは依然不透明な状況となっております。また、金融環境

においても目立った改善は見られず、依然厳しく推移しています。 

 このような状況のもと、当社グループは引き続き組織編成と経営資源の戦略的シフトを推し進め、新規事業展開

の模索、不動産の売却、販売管理費の削減、新たな資金調達の交渉等を行い現物出資による第三者割当増資と新株

予約権の発行を行い経営基盤の強化を目指し、経営の安定化を進めてまいりました。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は285百万円（前年同四半期比63.5％減）、営業損失は

394百万円（前年同四半期は199百万円の損失）、経常損失は794百万円（前年同四半期は918百万円の損失）、訴訟

の和解による特別利益等、特別利益を1,717百万円、特別損失57百万円を計上し、四半期純利益は862百万円（前年

同四半期は2,967百万円の損失）となりました。純資産合計は、四半期純利益を計上したことや第三者割当増資に

よる資本増強により、前連結会計年度の2,131百万円の債務超過より1,045百万円増加しましたが、1,085百万円の

債務超過となりました。 

  

 セグメント別の業績は概ね次のとおりであります。 

（不動産事業） 

 不動産事業は当社、株式会社塩見及び株式会社アジリティコーポレーションが営む不動産賃貸による家賃収入等

であります。売上高101百万円（前年同四半期比27.4％減）営業損失26百万円（前年同四半期は35百万円の損失）

となりました。 

（金融事業） 

 金融事業は、株式会社塩見ファクターが営んでおります。「組織再編と経営資源の戦略的シフト」の推進により

資金の貸付を制御したために、売上高28百万円（前年同四半期比92.6％減）となり、営業損失は53百万円（前年同

四半期は67百万円の利益）となりました。 

（産廃事業） 

 産廃事業は、株式会社沖広産業が営む産業廃棄物処理事業であります。原価及び販売管理費の削減により、売上

高156百万円（前年同四半期比7.0％増）営業損失47百万円（前年同四半期は73百万円の損失）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、流動資産が659百万円減少し、売却等による有形固定資産の減少、長

期貸付金及び長期未収入金の回収等により固定資産が1,416百万円減少したことにより、前連結会計年度末比2,076

百万円減少の15,767百万円となりました。 

 流動負債は、和解による減額等、返済により短期借入金等は減少し、3,061百万円の減少となり、固定負債は、

長期借入金の返済等があり、60百万円の減少となり、負債合計は前連結会計年度末比3,121百万円減少の16,853百

万円となりました。 

 純資産合計は、四半期純利益862百万円を計上し利益剰余金が増加したこと等により、前連結会計年度末比1,045

百万円増加しましたが、1,085百万円の債務超過となりました。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ、19百

万円増加（前年同四半期は76百万円の減少）し、47百万円となりました。 

 キャッシュ・フローの区分別の概要は次のとおりです。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動により得られた資金は394百万円（前年同四半期は207百万円の獲得）となりました。これは、税金等調

整前四半期純利益865百万円を計上したこと等によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動により得られた資金は769百万円（前年同四半期は941百万円の獲得）となりました。これは、長期貸付

金の回収、定期預金の払戻、有形固定資産の売却及び投資有価証券の売却によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動により使用した資金は1,144百万円（前年同四半期は1,225百万円の使用）となりました。これは新株予

約権の行使による収入はありましたが、主に借入金の返済によるものです。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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 （３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当社グループは、現時点では組織再編及び財務体質改善の施策に取組んでいる最中であり、施策の検討及び資料

の作成等を関係機関との相談・調整をとりながら進めております。 

 この成果として、当第３四半期において、訴訟の和解による特別利益及び貸付金の回収による貸倒引当金戻入益

等の特別利益を計上いたしました。 

 今後も金融機関等と債務圧縮の交渉は進めていきますが、今回発表した連結業績予想は、当社が現在入手してい

る情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可

能性があります。その判断や仮定に内在する不確実性及び事業運営や内外の状況変化により、実際に生じる結果が

予測内容とは実質的に異なる可能性があり、弊社は将来予測に関するいかなる内容についても、その確実性を保証

するものではありません。 

 現在取組んでいる施策が確定次第、順次連結業績予想の修正を開示する予定であります。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

１)一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる

ため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。 

２)固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理基準に関する事項の変更 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用して

おります。なお、これによる当第３四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純利益への

影響はありません。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額はありません。 

②表示方法の変更 

（四半期連結貸借対照表） 

 前第３四半期連結会計期間において、投資その他の資産の「その他」に含めて表示しておりました「破産更生債

権等」は、資産総額の100分の10を超えたため、また、流動負債の「その他」に含めて記載しておりました「未払

金」は負債及び純資産の合計額の100分の10を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとし

ました。なお、前第３四半期連結会計期間の投資その他の資産の「その他」に含まれる「破産更生債権等」は

1,579百万円、流動負債の「その他」に含まれる「未払金」は1,563百万円であります。 

（四半期連結損益計算書関係） 

 第１四半期連結累計期間より、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）

に基づき財務諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

  

２．その他の情報
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（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 当社グループは、前連結会計年度において、営業損失312百万円、経常損失1,353百万円、当期純損失3,146百万

円を計上し、純資産合計は2,131百万円の債務超過状況となりました。 

 当第３四半期連結累計期間においても営業損失394百万円、経常損失794百万円を計上し、訴訟の和解による特別

利益等の計上があり四半期純利益は862百万円を計上しました。 

 純資産は、上記四半期純利益の計上、現物出資による増資及び新株予約権の行使等により前連結会計年度より

1,045百万円増加しましたが、1,085百万円の債務超過状況となっております。当該状況により、継続企業の前提に

重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 

 当社グループはこの状況を解消するため、子会社株式の一部又は全株式の売却、不採算会社の規模縮小又は事業

の清算、グループ全体の販管費削減、遊休不動産等の売却及び貸付金の回収、金融機関への支援要請等を行ってま

いりました。 

 また、現物出資による第三者割当増資と新株予約権の発行による資金調達を行い、財務体質の改善を図り経営を

安定させることも同時にすすめております。 

 今後、一部金融機関の借入に対し期限の利益を喪失しているものは、債務返済の繰り延べ、縮減の交渉を継続的

に進め、負債付き資産の売却、債務の株式化等により債務超過の解消に取組んでまいります。 

 また、債務の縮減を図ると同時に、新たな資本政策を行うことにより、従前より当社が保有している建設関連事

業のノウハウとシナジー効果が見込まれる新たな会社に対し、売上、収益、財務内容、資金負担等を総合的に検討

し、当社の事業基盤、収益基盤の確保に繋がる会社をグループ化していく計画であります。 

 その結果、当社グループの企業価値向上、株主価値向上に繋がり、持続的成長に向けた企業価値向上が可能にな

ると考えております。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 54,864 75,590

受取手形・完成業務未収入金及び完成工事未
収入金等

50,706 108,463

短期貸付金 219,595 174,593

その他 801,288 1,440,231

貸倒引当金 △8,025 △20,699

流動資産合計 1,118,429 1,778,179

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 1,695,294 1,941,375

土地 6,784,062 6,933,652

その他（純額） 18,922 24,304

有形固定資産計 8,498,279 8,899,332

無形固定資産   

のれん 3,185,442 3,323,965

その他 1,191 1,322

無形固定資産計 3,186,633 3,325,288

投資その他の資産   

長期貸付金 2,965,764 3,442,191

破産更生債権等 1,994,459 1,999,531

その他 530,101 1,290,580

貸倒引当金 △2,525,985 △2,891,255

投資その他の資産計 2,964,340 3,841,047

固定資産合計 14,649,252 16,065,668

資産合計 15,767,682 17,843,848
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

短期借入金 11,255,519 14,845,843

未払法人税等 33,436 28,244

未払金 3,278,966 2,896,493

その他 573,685 432,326

流動負債合計 15,141,608 18,202,907

固定負債   

長期借入金 1,154,368 1,206,281

債務保証損失引当金 475,015 475,015

その他 82,309 90,677

固定負債合計 1,711,694 1,771,974

負債合計 16,853,302 19,974,882

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,912,789 2,819,805

資本剰余金 2,893,457 2,800,472

利益剰余金 △6,892,653 △7,755,417

自己株式 △947 △947

株主資本合計 △1,087,353 △2,136,088

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △186 5,054

評価・換算差額等合計 △186 5,054

新株予約権 1,920 －

純資産合計 △1,085,620 △2,131,033

負債純資産合計 15,767,682 17,843,848
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 783,271 285,671

売上原価 403,126 151,004

売上総利益 380,144 134,667

販売費及び一般管理費 579,614 528,962

営業損失（△） △199,470 △394,295

営業外収益   

受取利息 11,509 7,461

負ののれん償却額 91,435 －

その他 75,315 16,279

営業外収益合計 178,260 23,741

営業外費用   

支払利息 159,834 151,527

持分法による投資損失 13,344 －

遅延損害金 620,519 208,684

その他 103,500 63,953

営業外費用合計 897,199 424,165

経常損失（△） △918,409 △794,719

特別利益   

投資有価証券売却益 － 4,083

関係会社株式売却益 96,294 －

貸倒引当金戻入額 383,959 341,345

固定資産売却益 5,803 7,524

事業譲渡益 192,790 －

債務保証損失引当金戻入額 108,898 －

損害賠償金収入 － 1,221,419

その他 2,585 142,841

特別利益合計 790,331 1,717,214

特別損失   

投資有価証券売却損 4,569 －

関係会社株式売却損 88,227 －

貸倒引当金繰入額 1,904,652 －

貸倒損失 3,867 －

固定資産売却損 461,005 37,441

固定資産除却損 875 －

減損損失 362,070 20,000

その他 21,750 －

特別損失合計 2,847,018 57,441

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△2,975,095 865,053

法人税、住民税及び事業税 1,958 2,288

法人税等調整額 374 －

法人税等合計 2,333 2,288

少数株主損益調整前四半期純利益 － 862,764

少数株主損失（△） △10,014 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,967,415 862,764
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（第３四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 272,371 110,686

売上原価 101,676 38,295

売上総利益 170,694 72,390

販売費及び一般管理費 89,414 118,490

営業利益又は営業損失（△） 81,279 △46,099

営業外収益   

受取利息 － 6,215

貸倒引当金戻入額 40,447 －

負ののれん償却額 30,478 －

持分法による投資利益 7,805 －

その他 31,081 4,469

営業外収益合計 109,814 10,684

営業外費用   

支払利息 62,446 46,695

遅延損害金 213,961 －

その他 48,530 34,908

営業外費用合計 324,937 81,604

経常損失（△） △133,843 △117,019

特別利益   

投資有価証券売却益 － 1,477

関係会社株式売却益 304 －

貸倒引当金戻入額 118,089 301,239

固定資産売却益 3,403 －

債務保証損失引当金戻入額 33,129 －

損害賠償金収入 － 1,221,419

その他 － 142,841

特別利益合計 154,927 1,666,978

特別損失   

固定資産除却損 300 －

固定資産売却損 279,594 14,841

投資有価証券売却損 4,569 －

関係会社株式売却損 78,709 －

貸倒引当金繰入額 1,892,470 －

減損損失 362,070 －

特別損失合計 2,617,713 14,841

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△2,596,629 1,535,118

法人税、住民税及び事業税 136 1,275

法人税等調整額 374 －

法人税等合計 511 1,275

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,533,842

少数株主利益 11,973 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,609,114 1,533,842
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△2,975,095 865,053

減価償却費 87,798 53,298

減損損失 362,070 20,000

のれん償却額 △8,962 138,523

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,513,548 △377,943

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,453 －

受注損失引当金の増減額（△は減少） 145 －

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △108,898 －

受取利息及び受取配当金 △11,840 △7,482

支払利息 159,834 151,527

固定資産売却損益（△は益） 455,202 29,917

固定資産除却損 875 －

投資有価証券売却損益（△は益） 3,437 △2,605

投資有価証券評価損益（△は益） 21,750 －

関係会社株式売却損益（△は益） △8,066 －

貸倒損失 3,867 －

遅延損害金 620,519 208,684

損害賠償金収入 － △1,221,419

事業譲渡損益（△は益） △192,790 －

持分法による投資損益（△は益） 13,344 －

売上債権の増減額（△は増加） 158,714 △12,393

未成業務支出金及び未成工事支出金の増減額（△
は増加）

△6,046 －

その他のたな卸資産の増減額（△は増加） 38,036 －

仕入債務の増減額（△は減少） △22,975 34,124

前渡金の増減額（△は増加） △21,345 －

未払又は未収消費税等の増減額 4,246 △7,886

未成業務受入金及び未成工事受入金の増減額（△
は減少）

△69 －

その他 139,396 537,253

小計 225,244 408,652

利息及び配当金の受取額 9,493 6,295

利息の支払額 △12,438 △23,302

法人税等の支払額 △14,425 2,903

営業活動によるキャッシュ・フロー 207,873 394,548
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 25,953 40,381

有形固定資産の取得による支出 △7,346 △8,224

有形固定資産の売却による収入 366,066 321,193

無形固定資産の売却による収入 136 －

投資有価証券の取得による支出 △21,898 △59

投資有価証券の売却による収入 10,311 21,193

事業譲渡による収入 200,000 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
収入

1,460 －

短期貸付けによる支出 △1,713,742 △301,794

短期貸付金の回収による収入 1,803,645 197,943

長期貸付けによる支出 △353,280 △367,663

長期貸付金の回収による収入 632,958 868,834

その他 △2,988 △2,544

投資活動によるキャッシュ・フロー 941,275 769,258

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,464,479 △540,433

長期借入れによる収入 234,211 300

長期借入金の返済による支出 △392,696 △641,680

株式の発行による収入 382,430 －

新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 35,640

新株予約権の発行による収入 15,000 2,250

配当金の支払額 △226 △296

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,225,760 △1,144,220

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △76,611 19,586

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △47 －

現金及び現金同等物の期首残高 120,794 27,736

現金及び現金同等物の四半期末残高 44,135 47,322
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 当社グループは、前連結会計年度において、営業損失312百万円及び経常損失1,353百万円、当期純損失が3,146

百万円を計上し、純資産額は2,131百万円の債務超過となりました。当第３四半期連結累計期間においても営業損

失394百万円、経常損失794百万円、四半期純利益862百万円を計上しましたが、純資産額は1,085百万円の債務超過

となっており、債務超過は解消されておりません。当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるよ

うな状況が存在しております。 

 当社グループはこの状況を解消するため、子会社株式の一部又は全株式の売却、不採算会社の規模縮小又は事業

の清算、グループ全体の販管費削減、遊休不動産等の売却及び貸付金の回収、金融機関への支援要請等を行ってま

いりました。 

 また、第三者割当増資と新株予約権の発行による資金調達を行い、財務体質の改善を図り経営を安定させること

も同時にすすめております。さらに、一部金融機関の借入に対し期限の利益を喪失しているものは、債務返済の繰

り延べ、縮減の交渉を継続的に進め、負債付き資産の売却、債務の株式化等により債務超過の解消に取組んでおり

ます。 

 今後、債務の縮減を図ると同時に、新たな資本政策を行うことにより、従前より当社が保有している建設関連事

業のノウハウとシナジー効果が見込まれる新たな会社に対し、売上、収益、財務内容、資金負担等を総合的に検討

し、当社の事業基盤、収益基盤の確保に繋がる会社をグループ化していく計画であります。 

 その結果、当社グループの企業価値向上、株主価値向上に繋がり、持続的成長に向けた企業価値向上が可能にな

ると考えております。 

 しかし、これらの施策に関しては、売却・譲渡が計画どおりに進行しない可能性があるため、また、財務体質改

善は金融機関等と協議を行いながら進めている途中であるため、新株予約権は予定どおり行使されない可能性があ

るため、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

 なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような継続企業の前提に関する重要な

不確実性の影響を四半期連結財務諸表には反映しておりません。 

  

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

（注）１．事業の区分は、事業内容の種類により区分しております。 

   ２．各事業の主要な内容 

３．事業区分の方法の変更 

 事業区分の方法については、従来、事業の種類・性質の類似性等の観点に基づき設計事業、不動産事業、

金融事業及びその他事業の４区分としていましたが、第１四半期連結会計期間より、従来「その他事業」に

含めて表示していた産廃事業の全セグメントに占める割合が高くなったため、また、「その他事業」の産廃

事業以外の事業から撤退したため、「その他事業」を廃止し、新たに産廃事業を個別表記することとしまし

た。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
建設事業 

（千円） 

不動産事業

（千円）

金融事業 

（千円）

産廃事業 

（千円）

計 

（千円）

消去又は全社 

（千円）  

連結 

（千円） 

売上高                

(1)外部顧客に対する

売上高  
118,626 139,650 379,088 145,904 783,271 － 783,271

(2)セグメント間の内

部売上高又は振替高  
 － 675 － － 675 (675) －

計  118,626 140,325 379,088 145,904 783,946 (675) 783,271

営業利益又は営業損失

(△)  
△64,824 △35,319 67,243 △73,748 △106,648 (92,821) △199,470

事業区分  事業の内容  

設計事業 
意匠設計、構造設計、設備設計、耐震診断、土木設計、土木調査、設計監理及びコンサル

ティング等 

不動産事業  不動産の賃貸 

金融事業  商業手形の割引業務、貸金の貸付業務 

産廃事業  産業廃棄物処理事業 
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〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 本邦の売上高及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計及び全セグメント資産の金額に占める割合がいず

れも90％超であるため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 海外売上高がありませんので、該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。 

 当社グループは、業種別に区分された事業ごとに当社及び当社の連結子会社が各々独立した経営単位として主体

的に各事業ごとの事業戦略を立案し事業活動を展開しており、不動産の売買、賃貸等に関する事業から構成される

「不動産事業」、商業手形の割引業務、貸金の貸付業務等に関する事業から構成される「金融事業」、沖縄での産

業廃棄物処理に関する事業から構成される「産廃事業」の３つを報告セグメントとしております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

（単位 千円） 

  

（注）セグメント利益の調整額△266,917千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△266,917千円で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。  

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 当第３四半期連結会計期間においては、該当事項はありません。 

  

 当社は、平成22年10月27日開催の取締役会において決議いたしました、第三者割当による新株式の発行及び第三

者割当による新株予約権証券の発行に関して、平成22年11月19日開催の当社臨時株主総会にて本件に関する議案が

承認され、同日（平成22年11月19日）付で、株式会社ベネフィットアローから第三者割当増資の払い込みを受けま

した。この結果、第３四半期連結会計期間において資本金及び資本準備金がそれぞれ74百万円増加しております。

 また、上記第三者割当による新株予約権の発行に伴い、当第３四半期連結会計期間において、当該新株予約権の

権利行使が行われ、資本金及び資本準備金はそれぞれ17百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末において資本

金2,912百万円及び資本準備金2,893百万円となっております。 

  

  

報告セグメント  
調整額  合計  

不動産事業 金融事業 産廃事業 計  

売上高              

外部顧客に対する売上高   101,402 28,164 156,104 285,671  － 285,671

セグメント間の内部売上高又

は振替高  
 －  － － － － －

計  101,402 28,164 156,104 285,671  － 285,671

セグメント利益又は損失

（△）  
△26,140 △53,894 △47,343 △127,378 △266,917 △394,295

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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